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縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
分

の
土
地
・
家
屋
と
他
の
土
地
・
家
屋

の
価
格
を
比
較
し
、適
正
で
あ
る

か
確
認
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

※
土
地
所
有
者
は
土
地
、家
屋
所
有

者
は
家
屋
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間（
開
庁
時
間
）

４
月
１
日
㊊
〜
５
月
７
日
㊋

▼
記
載
内
容

町
内
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

※
所
有
者
の
住
所
や
氏
名
な
ど
は

記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
縦
覧
で
き
る
人

納
税
者
、納
税
者
の
委
任
を
受
け

た
人

▼
必
要
な
も
の

□
印
鑑

□
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

な
ど
）

□
委
任
状（
委
任
を
受
け
た
人
）

▼
手
数
料　

無
料

課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
者
が
、固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
内
容
を
確
認
す

る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

※
課
税
台
帳
の
内
容
は
、納
税
通

知
書
に
添
付
す
る
課
税
明
細
書
で

も
確
認
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間（
開
庁
時
間
）

４
月
１
日
㊊
〜
２
０
２
０
年
３
月

31
日
㊋

▼
記
載
内
容

固
定
資
産
の
価
格
と
税
額

▼
閲
覧
で
き
る
人

納
税
者
、納
税
管
理
人
、こ
れ
ら
の

人
か
ら
委
任
を
受
け
た
人
、借
地

借
家
人

▼
必
要
な
も
の

□
印
鑑

□
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

な
ど
）

□
委
任
状（
委
任
を
受
け
た
人
）

□
契
約
書（
借
地
借
家
人
）

▼
手
数
料　

１
枚
３
０
０
円

※
４
月
１
日
㊊
〜
５
月
７
日
㊋
は

無
料

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
と
課
税
台
帳
の
閲
覧

平
成
31
年
度
の
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て

「男女共同参画社会」って何だろう？

　男女共同参画とは、男女が性別にかかわらず「一人ひとりの考え方や生き方が尊重される」、「あらゆる分野への参
画機会が保障される」、「その個性と能力を十分に発揮することができる」社会です。
　「男女共同参画社会」って何だろう？を２年間にわたり掲載してきました。男女の固定的な役割分担意識が残って
いることや平等感があまりないこと、男性の意識の変化で社会が変わること、女性の政治分野での参画割合がまだ
まだ低いことなど、今おかれている現状や社会環境についてお知らせしてきました。また、パパママ学級・男性料理
教室でインタビューを行い、皆さんの生のご意見や感想も紹介しました。皆さんはどう感じましたか？毎日の家事
や育児、介護などを家族みんなで協力し合ったり、女性が地域の役割を担ったりすることで、男女共同参画社会の一
歩を踏み出してみませんか？
　４月には、町が平成29年９月に行った住民意識調査を基に作成した男女共同参画基本計画のダイジェスト版を各
世帯に配布します。ぜひご覧ください。そして、この計画の策定をもって、「男女共同参画社会」って何だろう？を終
了します。今後の町の取り組みは、広報よしおかや町ホームページなどを通じてお知らせします。
　２年間にわたりご覧いただき、ありがとうございました。

●問い合わせ先　町民生活課 町民サービス室　☎26-2244（直通）

最終回

▼
縦
覧
・
閲
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

財
務
課
税
務
室（
②
番
窓
口
）　

☎
26
・
２
２
３
７（
直
通
）

まちの花



７ 吉岡町役場 ☎ 54̶3111（代表）

まちの鳥
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農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
優
良

農
地
を
確
保
し
、農
業
の
健
全
な

発
展
を
促
す
た
め
、農
用
地
区
域

の
他
用
途
へ
の
転
用
な
ど
は
、法

律
で
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。町
の

農
地
は
、大
部
分
が
農
業
振
興
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、社
会
情
勢
の
変
化
な

ど
に
よ
り
土
地
利
用
計
画
を
変
更

す
る
必
要
が
生
じ
た
時
に
は
、緊

急
で
や
む
を
得
な
い
も
の
に
限

り
、農
用
地
区
域
か
ら
の
計
画
変

更（
除
外
・
編
入
）が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

▼
申
出
期
間（
開
庁
時
間
）

４
月
１
日
㊊
〜
26
日
㊎

※
期
間
外
に
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
し
出
を
し
て
も
、計
画
変
更

の
要
件
が
す
べ
て
満
た
さ
れ
な
け

れ
ば
除
外
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、過
去
に
除
外
を
し
、現
在

農
地
転
用
を
し
て
い
な
い
土
地
を

持
つ
人
は
、新
た
に
申
し
出
を
し

て
も
承
認
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課
産
業
振
興
室

☎
26
・
２
２
８
０（
直
通
）

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

吉
岡
町
で
は
年
に
一
度
４
月
に
受
け
付
け
ま
す

まちの木

３月31日㊐まで

道祖神とは、旅の安全
や集落の平和を守る神と
して道の辻にまつられた石
仏です。
町内には、主に1700～

1860年代に造られた50
基以上の道祖神がまつら
れています。文化財セン
ターでは、3月31日㊐まで
吉岡町の道祖神を紹介し
ています。ぜひお越しくだ
さい。

文化財センター
（南下1322－12）
☎54－9443
開館時間

9：00～16：00

休館日
月曜日（祝日の場合はその翌日）

双体道祖神（上野田）

３月31日㊐まで

双体道双体道双体道双体道双体道双体道双体道道双体道双体道双体道双体双体道道祖神（祖神（祖神（祖神（祖神（祖神（祖神（祖神祖神（祖神（祖神祖神（祖神祖神祖神神神神神 上野田上野田上野田上野田上野田上野田上野田上野田上野田上野田上野田野田上野田上野田野田上野田野田））））））））））））））

吉岡町の
道祖神
吉岡町の
道祖神

　

町
と
県
が
連
携
し
、も
の
づ
く

り
に
係
る
企
業
の
開
発
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

●
生
産
・
加
工
方
法
の
高
度
化

●
新
工
法
な
ど
の
技
術
開
発

●
機
械
・
装
置
の
開
発

●
材
料
な
ど
の
利
用
技
術
の
開
発

●
新
製
品
の
開
発

　

な
お
、本
事
業
は
平
成
31
年
度

当
初
予
算
の
成
立
を
条
件
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

▼
補
助
額　

補
助
対
象
経
費
か
ら

企
業
負
担
額（
20
万
円
以
上
）を
差

し
引
い
た
額

▼
補
助
限
度
額

80
万
円

※
補
助
限
度
額
を
超
え
る
分
は
企

業
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

町
に
主
た
る
事
業
所
が

あ
る
中
小
企
業
者

▼
募
集
期
間

４
月
１
日
㊊
〜
５
月
10
日
㊎

▼
応
募
方
法

　

所
定
の
申
請
用
紙（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）を

産
業
振
興
室
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。郵
送
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。事

前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

（
役
場
）産
業
建
設
課
産
業
振
興
室

☎
26
・
２
２
８
０（
直
通
）

吉
岡
町
商
工
会　

☎
54
・
２
６
２
５

吉
岡
町
ぐ
ん
ま
新
技
術
・
新
製
品
開
発
推
進
補
助
金

中
小
企
業
者
が
行
う
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
を
支
援
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